




為は、天皇の時代を支えるという大きな目的のもと、 「ひとつの神話」としてまとめられている。役目を果たした神は話の表舞台から退場し、替っ 新たな神が登場して、葦原中国の国作りを次の段階へと進める。日本書紀本文の神話でも、その大筋の展開は変わらない。記・紀が伝えるような建国 話は、本来は個別に存在していた種々の民間神話 、 「王権の由来を説く神話」という枠の内で互いに関連付けられ体系化されたものと言えるだろう。そして「一書」という形式で異伝承を併記する日本書紀に比べ、神話を一本化した古事記の方が、神話と神話の連携をより高度なレベルで達成していると考えられる。　
古事記・日本書紀の神話それぞれのあり方を右のように捉えた上











































































































































































られた役割は書紀に比して古事記の方が重く、またスサノヲと大国主神の関係も古事記に特有 ものである。スサノヲから大国主神神話への接続部、すなわち宮の造営記 を構成する表現や内容に相違が見られることは 記・紀両書 構想と以後 展開に関わるもと予測することが出来るだろう。根の堅州 行きではなく出雲での宮造営でスサノヲの物語を閉じたことは、古事記神話の 想に関係すると思われる。　
以上のような観点から本稿では、湏賀の宮の造営記事をスサノヲ






















れ、自身の心の清明を証明するためにウケヒを行うこととなる。ウケヒをすると、清明心の象徴である「正勝吾勝勝速天之忍穂耳命」が誕生するが、スサノヲは「我心清明、故手弱女得。…自我勝」 、女神を自身の「勝ち」 証として宣言した。このスサノヲの発言は、「勝ち」のあらわれである「正勝吾勝勝速日天忍穂耳命」 （男神
（









物神の殺害は死体化生の話型を踏むものであり、またイザナキ カグツチ殺害に例を見るように、神 殺害する行為がすなわち悪とは言えない。しかし高天原で天服織女に死を齎したスサノヲと、オホゲツヒメの死体から得た食物をカミムスヒに献上 で







雲の地に降り立つ。その意識は「吾者、天照大御神之伊呂勢者也」という名のりによくあらわれており、スサノヲはヲロチの死体から出た大刀を「異物」と察知してそれをアマテラスに報告する。古記は「祓」以降 、地上に降り立ったスサノヲ 言動を、高天原との関係下において肯定的に描き出 、高天原の八百万神が課した「祓」の効果が充分に発揮され、それが葦原中国へも影響することを記し、スサノヲと高天原の親縁を繰り返 示している。　
以上のように、アマテラスや八百万神といった神の存在感が押し














































































































































に注意している。それはスサノヲが後の大国主神 物語の中で、根の堅州国の大神として再登場することによ ものと思われる。古事記伝は、婚姻 宮との解釈を掲げるが、 「其地作
レ
宮坐」という地
































































































































































ことを強調するものであることを述べてきた。古事記は如上の意図と表現でスサノヲの物語を締め括ったものと考える。こうした内容の記事が古事記神話の構成にどのように影響するのか 本節で 大国主神の物語への接続という視点から、宮造営記事の 考える。　
後にスサノヲは再び、大国主神の物語の中で根の堅州国の大神と
















































































































































発言に関連するものだと思われるが、出雲国風土記に見える「須我 の地との関連 ついては三谷栄一『日本神話の基盤』 （塙書房、昭和四九年、一三四～一三九頁（が触れ ところである。
（
（0（





























































多田一臣「 「八雲立つ」歌謡を考える」 （ 『万葉歌の表現』明治書院、一
九九一年、一四～二五頁（
（
（（

新潮日本古典集成『古事記』 （西宮一民校注、昭和五四年
（
の頭注は、
スサノヲの宮造営と歌謡について「名実ともに出雲国の首長となる行為である」 （五六頁
（
と指摘する。また西郷信綱『古事記注釈』 （ちくま学芸文
庫第二巻、二〇〇五年
（
は、 「大神」という呼称について「高天の原を追
われたスサノヲは、心すがすがしくなって今や出雲の祖神 な 」と注釈をつける（二二六頁
。いずれも賛同できる解釈である。
（
（0（
舟木勇治「葦原中国と出雲国―国作りから国譲りへの展開―」 （ 『青木周
平先生追悼
　
古代文芸論叢』平成二一年、おうふう
（
は、 「大神」という
呼称も含め宮造営に関する一連の記述を、スサノヲが「出雲の としての支配権あるいは領有権を確立した記述として捉えるべき」 （一三七頁
（
と
述べる。舟木論には賛同す 点が多い。
（
（（

相磯貞三『記紀歌謡全註解』 （有精堂出版、昭和三七年、七頁（
（
（（

西宮一民「八雲神詠 に就いて」 『芸林』第五巻第四号、昭和二九年八
月、七～八頁（
（
（（

戸谷高明前掲注（２（論文
（
（（

大𦚰由紀子前掲注（
（0（論文、四二頁
（
（（

寺川眞知夫「大国主神の国作の性格と大国主神の形成」 （古事記研究大
系４『古事記の神話』高科書店、一九九三年、一一三頁
（。また前掲注
（
（（
新編全集にも、須賀宮造営を通してスサノヲが葦原中国に関わり、
それが大国主神の国作り完成へと結びつく旨、指摘されている。
湏佐之男命の湏賀宮造営記事について
七九
（
（（

古事記の「出雲」がどのような世界として設定されているのか、またス
サノヲの神格など、本稿で触れることが出来なかった問題については別稿を期したい。
※古事記・日本書紀の引用は日本古典文学大系に拠ったが、音注は基本的に省
略し、字体、訓点、句読点などは一部私に改めた。
※本稿は、平成二二年度古事記学会大会（於
  皇學館大学
（
での口頭発表をも
とにしたものです。席上、また稿を成すにあたり、御教示を賜りました先生方に厚く御礼申し上げます。
